
































日～４月 28 日）、2016 年度の企画展「受け継がれる技と想い～本田教授ア
イヌコレクションを中心に～」（2017 年 1 月 21 日～ 4 月 14 日）を選出し、
2020 年度の企画展「＃ with 感染症～ペスト・天然痘・スペイン風邪・コロ
ナ～」（2021 年 2 月 8 日～ 4 月 16 日）と比較する４。
この三企画展の入館者数は、2014 年度はおよそ 480 人、2016 年度は 181
人、2020 年度は 156 人であった５。新型感染症の影響を考えた際、2016 年
度と 2020 年度は、あまり差がないように思われるが、2020 年度の入館者数
を支えたのは、2021 年 3 月 13 日（土）に開催されたオープンキャンパスに
依るところが大きく、ミニキャンパスツアーのルートの一部に組み込んでい
ただいたので、短時間ではあったが、高校生とその保護者（合計 63 人）に



































ト /SNS に関する取り組み」６ がある。この研究によれば、調査対象とす
る 1103 館のうち、25.6% が SNS を実施しており、特に館種別に見ると、動





園 2.9 倍、美術 2.5 倍、動物園 2.4 倍、歴史 1.8 倍、水族館が 1.7 倍、郷土 1.7
倍」であり、「全ての館種において SNS の博物館への導入は、入館者数増加
の要因になっている可能性がある」という。以上のように、博物館の集客に










































ら、すでに経験した 4 年生からのアドバイスや、次年度に経験する 2 年生に
も興味を持ってもらう）人的交流や、夏の館園実習先の博物館の紹介を通し
て、他館との繋がりを深めたり、西岡地区の地域社会との新しい繋がりを生










（Consumer Generated Media）の影響が日々増大している 10」という。例え















































10	 井上透　「ミュージアムのインターネット /SNSに関する取り組み－博物館 ICTの現状」、本間
浩一編『ミュージアムのソーシャル・ネットワーキング』　2018年、樹村房、p.82より引用。
　237学芸員課程と情報発信：Twitter の試み
▲図１　北海道新聞「さっぽろ 10区」
　（2021 年６月 11日掲載）での企画展
　「#With	感染症」の紹介
▶
図２　札幌大学学芸員課程の Twitter	
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